
日産自動車株式会社社員33人の皆さまにより、十日
市祭に向けた準備として、ふれあいセンターなみえ等会
場周辺において、除草を中心とした清掃作業を実施して
いただきました。
清掃作業ボランティアは、日産自動車の社会貢献活動
として実施され、来年度以降も町内でボランティアを実
施される予定です。ありがとうございました。

11月24日と25日、浪江町地域スポーツセン
ターにおいて、復興なみえ町十日市祭と大堀相馬
焼大せとまつりが開催されました。
会場には、浪江名店街や露店コーナーなどが設
けられ、なみえ焼そばを始めとした露店約100店
舗が軒を並べ、ステージイベントでは、原田直之
さんを始めとした浪江町出身歌手や町内芸能団体
等の公演、浪江町立小・中学校の合同発表、屋内
ホールには、小・中学校や各自治会の作品が展示
されるなど、来場された方は、懐かしい顔に会い
話を弾ませたり、会場内の様々なブースを巡った
りと、浪江伝統の祭りを楽しんでいました。
また、震災以降休止していた大せとまつりが復
活。７窯元がふるさと浪江の地に集結し、各窯元
が精魂込めて作陶した伝統的工芸品「大堀相馬
焼」をお値打ち価格で販売する展示即売や絵付
け・ろくろ体験コーナーなど、300年続く浪江の
伝統の技に触れ合う貴重な機会となりました。
今回の十日市祭は、「大せとまつり」のほか、
日本野球機構による「ベースボールフェスタ
2018in浪江町・十日市祭」も同時開催され、元
巨人軍中畑清さんのトークショー、お笑いタレン
トアントキの猪木率いる「偽ジャパン」による物
まねステージ、ドラフト指名体験などで大いに盛
り上がりました。
両日とも天候に恵まれ、約３万7,000人が来場
し、震災以降８年ぶりの開催となった「大せとま
つり」と浪江の伝統行事「十日市」は大きなにぎ
わいをみせました。

いつわり

十日市祭開催に合わせ
清掃作業ボランティアを
実施していただきました
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

11月10日、なみえ創成小学校・中学校において、洪水を想定し
たヘリコプターによる救助訓練や装備品の展示等が行われました。
今回の訓練は、東北地区全域において自治体、関係機関および自
衛隊が連携した大規模実動訓練として実施されました。
浪江町での訓練では、山形県神町駐屯地を離陸した陸上自衛隊ヘ
リコプター１機が、なみえ創成小学校・中学校上空に到着後、低空
でホバリング（空中停止飛行）している中、自衛隊員が地上に降下
し、要救助者４人を空中から救助しました。救助訓練終了後、ヘリ
コプターは一度も着陸せずに駐屯地に帰っていきました。

11月11日、なみえ交流館（いわき市）において、なみえ
絆いわき会主催の芋煮交流会が開催されました。
交流会では、町長からの挨拶と浪江町の復興状況や将来
像について説明があり、89人の参加者と町長は、なみえ交
流館の菜園で収穫した野菜を使った芋煮や漬物などを一緒
に食べながら談笑し、楽しいひとときを過ごしました。

11月16日、（一社）福島県造園建設業協会相双支部様のご厚意により、浪江町役場本庁舎
敷地内の緑化奉仕作業が行われました。
敷地内の植栽剪定や花壇の清掃などにより、来庁者の方々が気持ちよく利用できる駐車場
としていただきました。
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11月20日、浪江町内において、浪江町行政区長会研修会が
開催されました。
研修会では、一般社団法人まちづくりなみえから、町の復
興状況等について説明があり、その後、請戸漁港、大平山霊
園、福島いこいの村なみえなどを視察しました。また、視察
後には、町から全行政区において情報を共有することを目的
として、特定復興再生拠点区域（復興拠点）に関する計画に
ついて、説明が行われました。

12月７日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、年末
年始における事件事故防止活動出動式が行われました。ま
た、防犯見守り隊による防犯啓発活動も行われ、年末年始

における町内の犯罪
抑止と事故防止を呼
び掛けました。
交通事故が多くな
る季節です。交通
ルールを守り事故防
止に努めましょう。

11月20日、寛仁親王妃信子さまは、なみえ創成小学校・中
学校を視察し、児童・生徒と交流されました。　
児童生徒と教職員に拍手で出迎えられた信子さまは、子供
一人一人に声を掛けられました。その後、体育館に移動した
信子さまは、子供たちが制作に携わったモザイクアート作品
を見て「すごいですね」と感想を述べられました。また、全
校児童生徒が音楽室で合唱曲「マイバラード」を披露する
と、時折口ずさみながら聴いておられました。合唱が終わ
り、児童生徒の代表が「みんな明るく元気に過ごしていま
す。私たちの感謝の気持ちを込めて花束を贈ります」と感謝
の意を表し、町内で栽培されたトルコギキョウなどの花束を
手渡しました。
信子さまから「つらいこともあるけど頑張ってね」と言葉
を掛けてもらった生徒は、「応援してもらえてうれしい。私
も町の皆さんを元気づけたい。これからの励みになる」と笑
顔を見せていました。

ともひと
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